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参考資料２ 未設定数値目標の設定方法 
 

（１） 外食や食品を購入する際に栄養成分表示を参考にする人の割合 

分野 １．栄養・食生活 

目標 １.９ 外食や食品を購入する時に栄養成分表示を参考にする人の増加 

指標の目安 参考にする人の割合 

データ対象 
ベースライン

値 
中間実績値 目標値 

a）男性（２０～６９歳） ２０.１％ １８．０％ ３０％以上 

ベースライン値 
中間実績値 

目標値 
b）女性（２０～６９歳） ４１.０％ ４０．４％ ５５％以上 

ベースライン調査 中間実績値調査 
調査・研究名 

Ｈ１２年国民栄養調査 Ｈ１６年国民健康・栄養調査 

実施主体 厚生労働省（生活習慣病対策室） 厚生労働省（生活習慣病対策室） 

調査対象 ２０～６９歳 ２０～６９歳 

目標設定 

の詳細 

１、指標の目安 

飲食店・レストラン・食品売り場及び職場（学校）の給食施設・食堂等で、食

品や料理の栄養成分表示を見たことがあり、かつそれらを「いつも」ないしは

「時々」参考にする者の割合を増加させる。 

 

２、目標値・データ対象年齢等の根拠 

   １５～１９歳、７０歳以上では、他の年齢階層と比較して外食・食品を購入する

機会が少なく、数値データの傾向が異なることから、目標値設定の対象とはし

ない（６０歳代も対象外とすることも要検討）。２０～６９歳の年齢区分のうち、一

番高い階級（３０歳代）に合わせて目標数値を設定。 

 

    

 


